
 

 

「第２回高知県オフセット・クレジット認証運営委員会」議事概要  
 

日   時：平成２２年７月５日（月）１３：３０～１５：３０ 

場   所：社団法人 高知県山林協会１F 会議室 

出席者：小林委員長、奥田副委員長、加藤委員、仲尾委員、西村委員  

    箭野林業振興・環境部副部長、鍋島環境共生課長、内村環境共生課課長補佐（バ

リデーター兼）、三好、荒尾、平石  

    バリデーションチーム門田リーダー、今西、山中  

 

議事 

  １ 経過報告 

  ２ 申請プロジェクトに対する有効化審査結果に基づくプロジェクト登録について 

    （審査事項） 

  ３ その他 

 

議事概要 

１ 経過報告  

（１）制度と審査の経過 

・平成 20 年 11 月に環境省の J-VER 制度が創設。  

・平成 21 年 3 月には、森林吸収プログラムの J-VER 制度が追加された。  

・平成 21 年 12 月 21 日に都道府県 J-VER がプロジェクトの申請受付、受理、有効化

審査、登録、認証された県 J-VER として、国が登録、管理する都道府県プログラム

制度が創設された。  

・県は平成 22 年 1 月 13 日付で高知県 J-VER 制度の申請を行い、同年 2 月 5 日に登録

された。 

・2 月 8 日に、第 1 回高知県オフセット・クレジット認証運営委員会が設置された。  

・県 J-VER 制度の申請受付を平成 22 年 3 月 25 日から開始した。  

・今回の審査案件である中土佐町・津野町の 2 件の申請書が提出され、6 月 17 日、21

日、24 日の、3 回のバリデーションを行った。  

（２）制度普及の経過  

・5 月 11 日～19 日まで、制度説明会を県内６カ所で開催した。参加者は平均 1 箇所

あたり、30 人～60 人であった。  

・申請書作成支援講習会を、5 月 19 日に実施した。  

 
２ 申請プロジェクトに対する有効化審査結果に基づくプロジェクト登録について（審

査事項） 

（１）「高知県津野町龍馬の森間伐推進プロジェクト」  

ア プロジェクト代表事業者紹介  
津野町産業建設嶋崎課長から、町の概要、林業・農業を中心とした産業、環境と森

林が共存できる町づくりを進めていることが紹介された。 



 

 

イ 「高知県津野町龍馬の森間伐推進プロジェクト」の申請書の概要説明  

ウ バリデーション報告書の概要説明  

エ クレジット期間について、プロジェクト期間とポジティブリストとの整合性を図る

ことを条件に登録が承認された。（後日委員全員の確認を受けた。）  

なお、モニタリングに使用する機器について、代理店からの不備情報があるので確

認すること。（後日、機器の不備がモニタリング結果に影響を及ぼさないことを確認

し委員全員に連絡済）  

 

（２）「高知県中土佐町四万十黒潮の森間伐推進プロジェクト」 

ア プロジェクト代表事業者紹介  
中土佐町山添農林課長から、農林水産業を基幹産業とした自然豊かな町として知ら

れていること、今後は、高知県 J-VER 制度の取り組みを一層加速していきたいとの紹

介があった。  

イ 「高知県中土佐町四万十黒潮の森間伐推進プロジェクト」の申請書の概要説明  

ウ バリデーション報告書の概要説明  

エ 登録が承認された。  

なお、モニタリングに使用する機器について、代理店からの不備情報があるので確

認すること。（後日、機器の不備がモニタリング結果に影響を及ぼさないことを確認

し委員全員に連絡済）  

 
３ その他 

  第３回委員会については 10 月下旬に開催予定  


